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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】化粧料で指や手が汚れることを起き難くし、ま
た、保護シートを動かす操作を簡単に行うことが出来る
、本体と鏡との間を仕切る保護シートを有する化粧容器
を提供する。
【解決手段】化粧料１６、１７を収容する容器１４、１
５を備えた本体１１と、本体１１を開閉可能に本体１１
に連結された蓋体１２と、蓋体１２の内面に取り付けら
れた鏡１８と、本体１１と鏡１８との間を仕切る部分を
有する保護シート２０とを備えてなる化粧容器１０にお
いて、保護シート２０を、少なくとも一部が蓋体１２と
鏡１８との間に固定された固定シート面と、この固定シ
ート面に対して折り曲げ自在に連接し、本体１１を蓋体
１２で閉じたとき本体１１と鏡１８との間に位置する仕
切りシート面２０ｃとを有するものとする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　化粧料を収容する容器を備えた本体と、
　前記本体を開閉可能に該本体に連結された蓋体と、
　前記蓋体の内面に取り付けられた鏡と、
　前記本体と前記鏡との間を仕切る部分を有する保護シートとを備えてなる化粧容器にお
いて、
　前記保護シートが、少なくとも一部が前記蓋体と前記鏡との間に固定された固定シート
面と、この固定シート面に対して折り曲げ自在に連接し、前記本体を蓋体で閉じたとき該
本体と前記鏡との間に位置する仕切りシート面とを有していることを特徴とする化粧容器
。
【請求項２】
　前記保護シートが、前記固定シート面と前記仕切りシート面との間に、前記鏡の端面に
沿って延びる中間面を有して、該保護シートの断面がコ字型をなしている請求項１記載の
化粧容器。
【請求項３】
　前記固定シート面と前記仕切りシート面とが、前記鏡の左側において連接している請求
項１または２記載の化粧容器。
【請求項４】
　前記保護シートの少なくとも前記仕切りシート面が、透明材料から形成されている請求
項１から３いずれか１項記載の化粧容器。
【請求項５】
　前記仕切りシート面に情報が表示されている請求項１から４いずれか１項記載の化粧容
器。
【請求項６】
　前記情報が、前記仕切りシート面の２つの表面のうち、前記本体と前記鏡との間に仕切
りシート面が位置したときに鏡側を向く方の表面に表示されている請求項５記載の化粧容
器。
【請求項７】
　前記仕切りシート面が、外力を受けて、前記本体と前記鏡との間から外れた位置まで変
形可能とされている請求項１から６いずれか１項記載の化粧容器。
【請求項８】
　前記仕切りシート面が概略四角形のものであり、該仕切りシート面の前記固定シート面
に連接している側と反対側の端縁の２つの隅部のうち、少なくとも１つが面取り加工され
ている請求項１から７いずれか１項記載の化粧容器。
【請求項９】
　前記仕切りシート面に、該仕切りシート面が固定シート面に対して折り曲げられるとき
に、前記本体に有る突出部との干渉を避ける切欠きが設けられている請求項１から８いず
れか１項記載の化粧容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は化粧容器、特に詳細には、化粧料を収容する本体とこの本体を開閉する蓋体と
を有し、蓋体の内面に鏡が取り付けられると共に、本体と鏡との間を仕切る保護シートが
設けられてなる化粧容器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、例えば特許文献１および２に記載されているように、上述のような本体、蓋体、
鏡および保護シートを備えてなる化粧容器が公知となっている。その種の化粧容器におい
ては、上記の保護シートが設けられていることにより、蓋体の内面に取り付けられた鏡が
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、本体に収容されているファンデーション等の化粧料によって汚れることが防止される。
【０００３】
　また、上述のような従来の化粧容器においては、特許文献１にも記載されているように
、保護シートの本体と鏡との間を仕切る部分に、化粧料や化粧容器の操作方法等に関する
情報を表示しておくこともなされている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第４２１６６１９号公報
【特許文献２】特開２００７－１６７３４１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記の本体、蓋体、鏡および保護シートを備えてなる従来の化粧容器においては、多く
の場合、保護シートの一部（固定面）が、化粧料を収容する中皿と本体との間で本体に固
定され、その一部に連接する保護シートの他の部分（仕切り面）が、本体と鏡との間を仕
切るように構成されている。しかし、そのように構成された従来の化粧容器には、下記の
問題が認められている。
（１）保護シートの仕切り面を、本体と鏡との間を仕切る位置に設定する際、その操作を
中皿の直ぐ上で行うことになるので、誤って指や手を、中皿内の化粧料で汚しやすい。
（２）本体を片手で持ったまま、保護シートの仕切り面を動かす操作をその片手だけで簡
単に行うのが難しい。
（３）保護シートの仕切り面に情報が表示されている場合、その表示は鏡から離れた中皿
近傍に位置するので、鏡を見ながら化粧をしている最中に情報を簡単に確認するのが難し
い。
【０００６】
　本発明は上記の事情に鑑みてなされたものであり、化粧料で指や手を汚すことが起き難
く、そして、保護シートの仕切り面を動かす操作を片手で簡単に行うことができる化粧容
器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明による化粧容器は、
　化粧料を収容する容器を備えた本体と、
　本体を開閉可能に該本体に連結された蓋体と、
　蓋体の内面に取り付けられた鏡と、
　本体と鏡との間を仕切る部分を有する保護シートとを備えてなる化粧容器において、
　保護シートが、少なくとも一部が蓋体と鏡との間に固定された固定シート面と、この固
定シート面に対して折り曲げ自在に連接し、本体を蓋体で閉じたとき該本体と鏡との間に
位置する仕切りシート面とを有していることを特徴とするものである。
【０００８】
　なお、上記仕切りシート面が「固定シート面に対して折り曲げ自在に連接し」という事
項は、仕切りシート面が固定シート面に対して直接折り曲げ自在に連接している場合と、
仕切りシート面が固定シート面に対して、他のシート面を介して間接的に直接折り曲げ自
在に連接している場合の双方を含むものとする。
【０００９】
　上記２つの場合の後者の一例として、本発明の化粧容器において保護シートは、固定シ
ート面と仕切りシート面との間に、鏡の端面に沿って延びる中間面を有して、該保護シー
トの断面がコ字型をなしていることが望ましい。
【００１０】
　また、本発明の化粧容器において、固定シート面と仕切りシート面とは、鏡の左側にお
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いて連接していることが望ましい。なお、この場合の「左側」とは、化粧容器を使用する
際に、一般的にそうであるように本体をほぼ水平な向きに保持し、開状態にある蓋体の鏡
を本体の側から見るようにしたとき左側を意味する言うものとする。
【００１１】
　また、本発明の化粧容器において、保護シートの少なくとも仕切りシート面は、透明材
料から形成されていることが望ましい。
【００１２】
　また、本発明の化粧容器において、仕切りシート面には情報が表示されていることが望
ましい。
【００１３】
　そのような情報は、仕切りシート面の２つの表面のうち、本体と鏡との間に仕切りシー
ト面が位置したときに鏡側を向く方の表面に表示されていることが望ましい。
【００１４】
　また、本発明の化粧容器において仕切りシート面は、外力を受けて、本体と鏡との間か
ら外れた位置まで変形可能とされていることが望ましい。
【００１５】
　また、本発明の化粧容器において、仕切りシート面が概略四角形のものである場合は、
該仕切りシート面の固定シート面に連接している側と反対側の端縁の２つの隅部のうち、
少なくとも１つが面取り加工されていることが望ましい。
【００１６】
　さらに、本発明の化粧容器において仕切りシート面には、該仕切りシート面が固定シー
ト面に対して折り曲げられるときに、本体に有る突出部との干渉を避ける切欠きが設けら
れていることが望ましい。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の化粧容器においては、保護シートが、少なくとも一部が蓋体と鏡との間に固定
された固定シート面と、この固定シート面に対して折り曲げ自在に連接し、本体を蓋体で
閉じたとき該本体と鏡との間に位置する仕切りシート面とを有するものとされているので
、従来装置と同様に仕切りシート面により、本体に収容されている化粧料によって鏡が汚
れることが防止される。
【００１８】
　また、保護シートが上記の構成とされているので、保護シートの仕切りシート面を、本
体と鏡との間を仕切る位置に設定する際、その操作は鏡の上で行われることになる。そう
であれば、該操作を中皿の直ぐ上で行う場合と異なって、指や手を中皿内の化粧料で汚す
ことが起き難くなる。
【００１９】
　また、保護シートが上記の構成とされているので、本体を片手で持ったまま、保護シー
トの仕切りシート面を動かす操作をその片手だけで簡単に行えるようになる。その理由は
、後に実施形態に即して詳しく説明する。
【００２０】
　さらに、保護シートが上記の構成とされているので、保護シートの仕切りシート面に情
報が表示されている場合、その表示は鏡の近傍に位置することになる。そこで、鏡を見な
がら化粧をしている最中に、その情報を簡単に確認可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の一実施形態による化粧容器を、一部分解して示す斜視図
【図２】図１の化粧容器に用いられる保護シートを示す斜視図
【図３】図２の保護シートを固定する構造を示す概略断面図
【図４】図１の化粧容器を使用している状態を示す斜視図
【図５】本発明の化粧容器に用いられる保護シートの別の例を示す斜視図
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【図６】図５の保護シートを固定する構造を示す概略断面図
【図７】本発明の化粧容器に用いられる保護シートのさらに別の例を示す斜視図
【図８】図７の保護シートを固定する構造を示す概略断面図
【図９】本発明の化粧容器に用いられる保護シートのさらに別の例を示す斜視図
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態を詳細に説明する。図１は、本発明の一実施形
態による化粧容器１０の斜視形状を示すものである。本実施形態の化粧容器１０は、本体
１１と、この本体１１を開閉可能にして該本体１１に連結された蓋体１２とを有している
。本体１１および蓋体１２は共に、一例として合成樹脂等を用いて、外形形状が例えば概
略薄い直方体状に形成されている。蓋体１２は本体１１に対して、ヒンジ１３を介して図
中の矢印Ａ方向に揺動自在に連結されており、図示のように本体１１の上方を開く開状態
と、本体１１の上方を閉じる閉状態とに設定され得るものとなっている。
【００２３】
　ここで、本発明の実施形態の説明における「上」、「下」、「左」、「右」および「手
前」等の各方向は、化粧容器１０を使用する際に、一般的にそうであるように本体１１を
ほぼ水平な向きに保持し、開状態にある蓋体１２の鏡１８を本体１１の側から見るように
したときの各方向を言うものとする。
【００２４】
　本体１１には、その上面１１ａから内側に凹状となった収容部１１ｂおよび１１ｃが設
けられている。そしてそれらの収容部１１ｂおよび１１ｃには、それぞれ化粧料を収容す
る容器である中皿１４および１５が納められている。中皿１４、１５も例えば合成樹脂等
から形成されたものであり、それらは各々収容部１１ｂおよび１１ｃに対して接着剤等に
よって固定されるか、あるいは固定せずに適宜取り出し可能とされる。
【００２５】
　中皿１４、１５には各々、化粧料１６、１７が収容されている。なお、化粧料１６、１
７としてはファンデーション、口紅、アイシャドー等が挙げられるが、それらに限られる
ものではない。また、中皿１４、１５のいずれか、または双方を２つ以上の区画に分けて
、各区画に互いに別の化粧料を収容させてもよい。また、収容部１１ｂおよび１１ｃの一
方に、直接あるいは中皿を介して、化粧料塗布用のスポンジや刷毛等の化粧用具を収容さ
せても構わない。
【００２６】
　さらには、中皿１４あるいは１５を用いずに、収容部１１ｂおよび１１ｃを容器として
、それらに直接化粧料を収容させてもよい。本発明においては、そのように形成された本
体１１も、「化粧料を収容する容器を備えた本体」に含むものとする。
【００２７】
　なお、蓋体１２の先端近傍には係合突起１２ａが形成されており、本体１１の手前側の
端部近傍には係合部１１ｄが設けられている。蓋体１２によって本体１１の上面１１ａを
閉じた際には、上記係合突起１２ａが係合部１１ｄに係合して、この閉状態が維持される
。また、係合部１１ｄを例えばヒンジ１３の側（矢印Ｂ方向）に押し込むと、上記係合状
態が解除される。この状態になると、蓋体１２を揺動させて本体１１の上面１１ａを開放
する開状態、つまり図１に示す状態に設定することができる。
【００２８】
　蓋体１２の内面には、化粧の際に利用される鏡１８が取り付けられている。この鏡１８
は蓋体１２の形状に合わせて、一例として長方形に形成されている。さらに蓋体１２には
、保護シート２０が固定されている。図２は、この保護シート２０の斜視形状を示すもの
であり、また図３はこの保護シート２０の固定構造を概略的に示すものである。以下、こ
れらの図を参照して、保護シート２０について詳しく説明する。
【００２９】
　図２に示される通り保護シート２０は、互いに連接した３つの面、すなわち固定シート
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面２０ａと、中間面２０ｂと、仕切りシート面２０ｃとを有して、断面がコ字型をなすも
のとされている。つまり仕切りシート面２０ｃは、間に中間面２０ｂを介して固定シート
面２０ａに連接した形となっている。
【００３０】
　固定シート面２０ａは一例として外周縁が概略長方形とされている。仕切りシート面２
０ｃも一例として概略長方形とされているが、固定シート面２０ａに連接している側と反
対側の端縁２０ｄの２つの隅部２０ｅおよび２０ｆは、丸く面取り加工されている。また
、仕切りシート面２０ｃの下端縁（化粧容器１０の使用状態において、下側に位置する端
縁）には、中間面２０ｂに近い位置において切欠き２０ｇが設けられている。なお２つの
隅部２０ｅおよび２０ｆは、丸く面取り加工する他、直線的に面取り加工されてもよい。
【００３１】
　上記形状の保護シート２０は、例えば薄い透明の合成樹脂から形成されて、全体的に変
形可能とされている。そこで、該保護シート２０の仕切りシート面２０ｃは、外力を作用
させれば、中間面２０ｂとの折り曲げ部分を軸に図中矢印Ｃ方向に、変形しつつ揺動可能
となっている。なお保護シート２０は、上述のように透明材料から形成されれば、鏡１８
を視認しやすくする効果が得られるが、それに限らず、半透明や不透明の材料から形成さ
れても構わない。
【００３２】
　保護シート２０は、図３に示すようにして蓋体１２に固定されている。なおこの図３は
、保護シート２０が固定された蓋体１２の上下方向中央部分を、上方から見た断面を示し
ている。また、この図３は概略的なものであって、そこに示す各要素の寸法は実際の寸法
とは異なっている。図示の通り固定シート面２０ａは、接着層３０によって蓋体１２に接
着することにより、該蓋体１２の内面に固定されている。また鏡１８は、接着層３１によ
って固定シート面２０ａに接着、固定されている。なお必要に応じて、鏡１８の端面と中
間面２０ｂとを、接着等によって固定しても構わない。
【００３３】
　ここで、接着層３０や接着層３１は、例えば接着剤の層とすることができるが、それに
限らず、両面テープを用いて固定シート面２０ａを蓋体１２に固定することも可能である
。さらには、超音波接合等によって固定シート面２０ａを蓋体１２に固定することもでき
る。
【００３４】
　以下、上記構成の化粧容器１０の作用について、図４を参照して説明する。図４は、前
述したようにして蓋体１２が開位置に設定された状態を示している。化粧容器１０を使用
して化粧をする際に使用者は、まず図示の通り、例えば左手Ｍにより本体１１の部分を下
側から保持し、蓋体１２を開位置に設定する。このとき保護シート２０の仕切りシート面
２０ｃは、図１に示す状態となっている。つまり蓋体１２が閉位置にあるとき仕切りシー
ト面２０ｃは、本体１１と鏡１８との間に位置している。それにより、化粧料１６、１７
によって鏡１８が汚れることを防止できる。
【００３５】
　使用者は蓋体１２を開位置に設定した後、図１に示す状態となっている仕切りシート面
２０ｃを、例えば左手Ｍの親指Ｐにより端縁２０ｄから捲って揺動させ、図４に示すよう
に鏡１８の前面を開放する位置まで押し拡げる。つまりこのとき仕切りシート面２０ｃは
、本体１１と鏡１８との間から外れた位置まで変形する。それにより使用者は鏡１８を見
ながら、化粧料１６あるいは１７を使い、また、前述したように収容部１１ｂあるいは１
１ｃに化粧用具が収容されている場合はそれを用いて化粧をすることができる。
【００３６】
　なお、本実施形態において、仕切りシート面２０ｃと中間面２０ｂとの折り曲げ部分（
それら両者の連接部分）は、鏡１８の左側に設定されている。そこで使用者は、化粧用具
の操作に使わない方の左手Ｍで本体１１を保持していれば、前述の通り左手Ｍの親指Ｐを
使って、仕切りシート面２０ｃを簡単に捲り操作することができる。ただし、上記折り曲
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げ部分を鏡１８の左側に設定することは必ずしも必要ではなく、鏡１８の右側、上側、あ
るいは下側に設定しても構わない。特に上記折り曲げ部分を鏡１８の右側に設定した場合
は、その化粧容器を左利きの人に好適なものとして提供することができる。
【００３７】
　上記折り曲げ部分を鏡１８のいずれの側に設定するにしても、固定シート面２０ａを鏡
１８の裏側に固定するのであれば、仕切りシート面２０ｃを鏡１８の直ぐ近くに配置可能
となる。仕切りシート面２０ｃには後述するように情報が表示されることがあるが、仕切
りシート面２０ｃが鏡１８の直ぐ近くに配置されていれば、鏡１８を見ながら化粧してい
る際に、その情報を容易に見たり読んだりすることができる。
【００３８】
　また蓋体１２を閉状態にする際には、仕切りシート面２０ｃを鏡１８に対面する位置に
移動させてから閉操作をすることになるが、従来装置におけるように仕切りシート面２０
ｃを化粧料１６、１７と対面する位置に移動させる場合と異なって、誤って使用者の指や
手を化粧料１６、１７で汚す可能性も低くなる。
【００３９】
　さらに、鏡１８は一般に、中皿１４や１５と比べてかなり大きいものとなる。そのよう
な鏡１８の裏側に固定シート面２０ａを固定するのであれば、固定のための接着スペース
、溶着スペース等を広く取ることができる。それにより、安定した保護シート２０の接着
が可能になる。
【００４０】
　また本実施形態においては、仕切りシート面２０ｃの２つの隅部２０ｅおよび２０ｆが
丸く面取り加工されているので、使用者の手、指を隅部２０ｅおよび２０ｆから保護する
効果も得られる。なお、仕切りシート面２０ｃの隅部２０ｅおよび２０ｆは、中間面２０
ｂとの折り曲げ部分から最も遠い所に有るので、仕切りシート面２０ｃを変形させたよう
な場合は化粧料１６、１７に接触する可能性が高い。しかし、隅部２０ｅおよび２０ｆが
面取り加工されていれば、そのような接触を回避して、仕切りシート面２０ｃの汚れを防
止する効果が得られる。
【００４１】
　なお、本実施形態において仕切りシート面２０ｃは、外力が作用しなければ、鏡１８に
対して平行にはならず、該鏡１８に対して若干の角度をなして浮いた状態を保つ。この角
度は例えば１５～２０°程度である。また図１および図４に示す通り本体１１においてヒ
ンジ１３の右側は、ヒンジ１３よりも若干外方に突出した突出部１１ｆとなっている。図
４に示す状態から、仕切りシート面２０ｃを鏡１８に軽く押し付けながら、蓋体１２を閉
方向に揺動させると、仕切りシート面２０ｃの隅部２０ｆに近い部分が上記突出部１１ｆ
に掛かって、仕切りシート面２０ｃの浮きが抑えられる。そして、そのまま蓋体１２を閉
位置に設定すれば、仕切りシート面２０ｃが本体１１と鏡１８との間に位置する状態にな
る。
【００４２】
　その後、化粧容器１０を使用するために蓋体１２を開位置に揺動させても、仕切りシー
ト面２０ｃの隅部２０ｆに近い部分が突出部１１ｆに軽く掛かっている状態が維持される
。この状態から、前述したように左手Ｍの親指Ｐを使って、仕切りシート面２０ｃの端縁
２０ｄを捲る操作がなされるが、その際仕切りシート面２０ｃの上記隅部２０ｆに近い部
分が弾性変形して、突出部１１ｆから容易に外れるようになる。
【００４３】
　また、図１および図４に示す通り本体１１においてヒンジ１３の左側は、ヒンジ１３よ
りも若干外方に突出した突出部１１ｇとなっている。それに対応させて仕切りシート面２
０ｃには、先に述べた通りの切欠き２０ｇが設けられている。そこで、仕切りシート面２
０ｃを揺動操作する際、切欠き２０ｇの中を突出部１１ｇが相対移動するようになって、
仕切りシート面２０ｃが突出部１１ｇと干渉することが回避される。
【００４４】
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　ここで、保護シート２０および鏡１８を蓋体１２に固定する構造の別の例について、図
５および図６を参照して説明する。なお、これらの図において、既に説明したものと同等
の要素には同番号を付してあり、それらについての説明は、特に必要の無い限り省略する
（以下、同様）。本例では図５に示すように、保護シート２０の固定シート面２０ａは、
中央部に開口２０ｈを有している。そして図６に示すように固定シート面２０ａは、開口
２０ｈの周囲部分を接着層３０によって蓋体１２に接着することにより、該蓋体１２の内
面に固定されている。また鏡１８は、上記開口２０ｈを通過させた接着層３１によって蓋
体１２に接着、固定されている。またこの場合、保護シート２０は蓋体１２と、鏡１８お
よび接着層３１によって固定されるため、接着層３０は削除できる。
【００４５】
　以上説明した実施形態においては、仕切りシート面２０ｃが中間面２０ｂに対して折り
曲げ自在に連接している。なお、このように、間に中間面２０ｂが介在する場合でも、本
発明では「仕切りシート面２０ｃが固定シート面２０ａに対して折り曲げ自在に連接して
いる」ということは、先に述べた通りである。
【００４６】
　本発明の化粧容器においてはそれに限らず、仕切りシート面２０ｃが直接的に固定シー
ト面２０ａに対して折り曲げ自在に連接する構成を採用することもできる。図７は、その
ような構成とした保護シートの一例を示すものである。
【００４７】
　図７に示す保護シート１２０は、図２に示した保護シート２０から中間面２０ｂを取り
除いた形に構成されている。この保護シート１２０は、例えば図８に示すようにして蓋体
１２に固定される。この保護シート１２０の固定構造は、中間面２０ｂが無いことを除け
ば、図２に示した保護シート２０の固定構造と基本的に同じである。
【００４８】
　次に図９を参照して、保護シートのさらに別の形態について説明する。図９に示す保護
シート２２０は、仕切りシート面２０ｃの一表面に情報２０１、２０２が表示されたもの
である。なお、本例における上記の「一表面」とは、仕切りシート面２０ｃの２つの表面
のうち、本体１１と鏡１８との間に仕切りシート面２０ｃが位置したときに鏡側を向く方
の表面である。
【００４９】
　上述の情報２０１は、例えば本体１１（図１等参照）における化粧料や化粧用具の配置
状態を図で示したものである。一方、情報２０２は、化粧料や化粧用具に関する説明や注
意等を文字で示したものである。文字による情報２０２としてはその他に、例えば「保護
シートを中に収めてから蓋をして下さい。」のような、化粧容器の操作に係る説明や注意
が挙げられる。
【００５０】
　なお情報２０１、２０２は、仕切りシート面２０ｃの他表面（つまり本体１１と鏡１８
との間に仕切りシート面２０ｃが位置したときに鏡と反対側を向く方の表面）に表示され
ても構わない。しかし、情報２０１、２０２を上述の一表面に表示させれば、仕切りシー
ト面２０ｃを鏡１８に対面する位置から側方に揺動させて、鏡１８を見ながら化粧してい
る最中でも、情報２０１、２０２を容易に確認可能となる。また、情報２０１、２０２を
上述の一表面に表示させた場合は、それらの情報２０１、２０２が化粧料１６、１７によ
って汚れる可能性も低くなる。
【符号の説明】
【００５１】
　　　１０　　化粧容器
　　　１１　　本体
　　　１１ａ　本体の上面
　　　１１ｆ、１１ｇ　　本体の突出部
　　　１２　　蓋体
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　　　１３　　ヒンジ
　　　１４、１５　　中皿
　　　１６、１７　　化粧料
　　　１８　　鏡
　　　２０、１２０、２２０　　保護シート
　　　２０ａ　　保護シートの固定シート面
　　　２０ｂ　　保護シートの中間面
　　　２０ｃ　　保護シートの仕切りシート面
　　　２０ｄ　　保護シートの端縁
　　　２０ｅ、２０ｆ　　保護シートの隅部
　　　２０ｇ　　保護シートの切欠き
　　　２０ｈ　　保護シートの開口
　　　３０、３１　　接着層
　　　２０１、２０２　　情報
　　　Ｍ　　　左手
　　　Ｐ　　　親指

【図１】 【図２】

【図３】
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【図６】

【図７】

【図８】

【図９】
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【手続補正書】
【提出日】平成28年9月20日(2016.9.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　化粧料を収容する容器を備えた本体と、
　前記本体を開閉可能に該本体に連結された蓋体と、
　前記蓋体の内面に取り付けられた鏡と、
　前記本体と前記鏡との間を仕切る部分を有する保護シートとを備えてなる化粧容器にお
いて、
　前記保護シートが、少なくとも一部が前記蓋体と前記鏡との間に固定された固定シート
面と、この固定シート面に対して折り曲げ自在に連接し、前記本体を蓋体で閉じたとき該
本体と前記鏡との間に位置する仕切りシート面と、前記固定シート面と前記仕切りシート
面との間において前記鏡の端面に沿って延びる中間面とを有して、該保護シートの断面が
コ字型をなしていることを特徴とする化粧容器。
【請求項２】
　前記固定シート面と前記仕切りシート面とが、前記鏡の左側において連接している請求
項１記載の化粧容器。
【請求項３】
　前記保護シートの少なくとも前記仕切りシート面が、透明材料から形成されている請求
項１または２記載の化粧容器。
【請求項４】
　前記仕切りシート面に情報が表示されている請求項１から３いずれか１項記載の化粧容
器。
【請求項５】
　前記情報が、前記仕切りシート面の２つの表面のうち、前記本体と前記鏡との間に仕切
りシート面が位置したときに鏡側を向く方の表面に表示されている請求項４記載の化粧容
器。
【請求項６】
　前記仕切りシート面が、外力を受けて、前記本体と前記鏡との間から外れた位置まで変
形可能とされている請求項１から５いずれか１項記載の化粧容器。
【請求項７】
　前記仕切りシート面が概略四角形のものであり、該仕切りシート面の前記固定シート面
に連接している側と反対側の端縁の２つの隅部のうち、少なくとも１つが面取り加工され
ている請求項１から６いずれか１項記載の化粧容器。
【請求項８】
　前記仕切りシート面に、該仕切りシート面が固定シート面に対して折り曲げられるとき
に、前記本体に有る突出部との干渉を避ける切欠きが設けられている請求項１から７いず
れか１項記載の化粧容器。
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